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今 月 の トォフ

　10 月 12 日、国見台野球場で宝く
じスポーツフェアドリーム・ベース
ボールが行われました。名球会、ＯＢ
クラブの計 24 人が、市内外の小・中
学生の野球教室や地元選抜チームとの
試合を行い、往年の光るプレーが随所
に飛び出し、観客を魅了しました。【関
連記事を 19 ページに掲載しています】

月

大島 康徳

堀内 恒夫

野村 謙二郎

村田 兆治

金田 正一

新井 宏昌

加藤 秀司

福本　豊
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総
合
計
画
は
、
市
政
運
営
の
最

も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　

長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
、
め

ざ
す
べ
き
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
も

っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到

来
や
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、人
々

の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

　

　伊万里市の総合計画の誕生は、昭和 49 年です。これは、地

方自治法に基づいて策定されたもので、時代の移り変わりを

経て、これまでに４回策定しています。

①第１次総合計画（昭和 49 年〜 60 年）

　『産業と自然との調和のとれた魅力ある都市』

②第２次総合計画（昭和 56 年〜平成２年）

　『産業と文化が創る健康な伊万里湾中核都市』

③第３次総合計画（平成３年〜 12 年）

　『活力と楽しさのある国際文化都市』

④第４次総合計画

　（平成 11 年〜 20 年）

　『21 世紀を拓く交流と

    創造の市民都市』

※（　）内は計画期間

　

時
代
の
潮
流
や
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
主
要
な
課
題
な
ど
に
対
応
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
指
針
と
な

る
計
画
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
都
市
像
を
定
め
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
を
示
し
た
『
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
を
ま
と
め
ま

し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
総
合
計
画
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
、
伊
万
里

市
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ 

ひ
と
が
輝
く

　
　

安
ら
ぎ
の
ま
ち 

伊
万
里

 

総
合
計
画
っ
て
何
な
の
？

 

総
合
計
画
策
定
の
目
的

①

③
②

④

●
問
合
先　

企
画
政
策
課
（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

特 集

変
化
に
伴
い
、
行
政
に
対
す
る
需

要
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
自
治
体
で
は
、
地

域
の
実
情
を
反
映
さ
せ
、
自
己
決

定
と
自
己
責
任
を
基
本
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
施
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市

民
と
行
政
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
と
も
に
考
え
、
支
え
合
う
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
や
課
題

に
柔
軟
に
対
応
し
、
個
性
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

そ
の
指
針
と
な
る
『
第
５
次
伊
万

里
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

〜
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
〜

これまでの総合計画
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ど
う
や
っ
て
策
定
し
た
の
？

　思いがけず会長になり、膨大な資料を前にして、

どのように会議を進めるか、ずいぶん悩みました。

委員の皆さんの熱心な協議のおかげで、何とか市

民としての意見をまとめることができました。振

り返れば、行政とは違う目線での話し合いなど、

大いに『市民力』を発揮できたと実感しています。

　ようやく 10 年後を見据えた計画が完成しまし

たが、時代の流れが速い今、情勢の変化に応じた

計画の見直しが常に必要だと思います。

会長 大川内 正弘 さん

第５次伊万里市総合計画
まちづくり市民会議

　　

今
回
の
計
画
策
定
の
大
き
な
特

徴
は
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
り
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
は
、
策

定
の
途
中
の
段
階
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
各
種
団
体
に
意
見

を
求
め
る
な
ど
、
市
民
の
声
の
集

約
に
努
め
て
い
ま
し
た
が
、
お
お

む
ね
市
が
主
と
な
っ
て
策
定
し
て

き
ま
し
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、『
ま
ち

づ
く
り
市
民
会
議
』
を
設
置
す
る

な
ど
、
市
民
と
と
も
に
策
定
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
声
を
広
く
取
り
入
れ
よ
う

と
、
平
成
19
年
12
月
に
『
ま
ち
づ

く
り
市
民
会
議
』（
会
長
・
大
川
内

正
弘
氏
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会

の
メ
ン
バ

ー
は
、
各

町
か
ら
推

薦
さ
れ
た
代
表
51
人
の
ほ
か
、
公

募
の
３
人
の
計
54
人
。
平
成
20
年

所属部会 　　　　　　氏　　名　　　※敬称略　◎は部会長、○は副部会長

産業部会

◎池田　英行（大　坪）、○坂本　繁憲（黒　川）
　犬塚　　敏（牧　島）、大林　茂人（大川内）、古川　　潤（波多津）
　山口　和仁（南波多）、鴨川　幸司（東山代）、山﨑　高広（山　代）
　浜野　義仁（東山代）

都市基盤部会

◎松尾　哲司（立　花）、○相良　和徳（牧　島）
　岩藤　治彦（大　坪）、副島　博司（大川内）、北島　　等（黒　川）
　田中　芳隆（波多津）、前田　晴男（南波多）、山下誠一郎（大　川）
　松尾　嘉友（二　里）、金子　禎輔（山　代）

生活環境部会
◎藤本啓三郎（大川内）、○大木　良朗（立　花）
　黒川　敦子（伊万里）、満江　洋介（牧　島）、大川内正弘（大　坪）
　野口佐江子（波多津）、田口敬一郎（大　川）、原口　邦雄（松　浦）

健康福祉部会

◎重松　宏臣（伊万里）、○森　日出子（立　花）
　石丸　浜子（牧　島）、松本　晴子（大　坪）、川内嘉津子（大川内）
　松本　裕子（南波多）、古藤　紀子（大　川）、岩橋伊津子（松　浦）
　力武　早苗（二　里）、山本　礼子（山　代）

教育文化部会
◎吉原　政隆（大　川）、○吉田喜美子（黒　川）
　吉富　實美（伊万里）、鈴山　幸子（立　花）、森　　俊介（松　浦）
　池田　青穂（二　里）、松本　和好（東山代）、江口　康人（東山代）

行財政運営
市民活動部会

◎岩永　鐵男（大　坪）、○山口真由美（東山代）
　香月　孝夫（伊万里）、岩下　勝實（黒　川）、松尾二葉子（波多津）
　桒本　隆昭（南波多）、大川内勝政（松　浦）、福母　秀一（二　里）
　松永　真治（山　代）

８
月
ま
で
の
約
９
か
月
間
、
全
体

会
議
や
各
部
会
な
ど
延
べ
28
回
の

会
議
を
重
ね
、
市
民
の
視
点
で
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
現
状
を
把
握
し
た
う
え
で
、

日
ご
ろ
か
ら
自
分
た
ち
が
感
じ
て

い
る
問
題
点
や
将
来
あ
る
べ
き
姿

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
時
に

は
、
夜
遅

く
ま
で
議

論
が
続
く

な
ど
、
熱

心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
各

施
策
に
つ
い
て
の
課
題
や
市
民

が
望
む
こ
と
な
ど
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　

特
に
、
行
政
に
頼
る
ば
か
り
で

な
く
、
市
民
が
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
し
て
『
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
』
な
ど
、
市
民
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
ほ
か

に
も
市
民
の
声
を
広
く
集
め
る
手

法
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

◆
市
民
意
識
調
査

　

平
成
19
年
11
月
に
は
、
市
民

３
５
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

市
民
の
声
を
広
く
反
映

第５次伊万里市総合計画まちづくり市民会議

まちづくり市民会議では、委員から活発な意見
が交わされました

ト
に
よ
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
、
市
の
課
題
や
優
先
す
べ
き
施

策
な
ど
に
つ
い
て
回
答
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。（
回
答
者
１
３
７
４

人
・
回
答
率
39
・
３
％
）　

◆
団
体
意
向
調
査

　

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

各
種
団
体
に
対
し
て
団
体
意
向
調

査
を
行
い
、
意
見
な
ど
を
集
約
し

ま
し
た
。（
調
査
62
団
体
、
回
答
43

団
体
）

 

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

　会長：大川内正弘、副会長：鈴山幸子

特 集　活力あふれ ひとが輝く 安らぎのまち 伊万里    総合計画を策定

 

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

声
VOICE

『市民力』を発揮して策定
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◆
平
成
19
年
度

▽
市
職
員
に
よ
る
策
定
委
員
会
の

　

設
置
（
部
長
、
課
長
、
副
課
長
、

　

係
長
）

▽
市
民
意
識
調
査
の
実
施

▽
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
設
置

　
（
平
成
20
年
度
ま
で
、
部
会
を
含

　

め
28
回
開
催
）

条例区分 所　属 役　職　名 氏　名

１号委員
民間団体
の代表者

商工会議所 伊万里商工会議所会頭 中山　武重
農業協同組合 伊万里市農業協同組合代表理事組合長 岩永　康則
青年会議所 伊万里青年会議所専務理事 力武　要司
勤労者団体 伊万里地区労働者福祉協議会事務局長 吉冨　和秀
女性団体 伊万里市地域婦人連絡協議会副会長 横岳萬里子
　〃 いまりプラザ委員 川原フジエ
高齢者団体 伊万里市老人クラブ連合会長 田中　静男
区長会 伊万里市区長会連合会長 井手　武昭
企業団体 佐賀県伊万里港振興会監事 今泉　清美
民生団体 伊万里市民生委員児童委員協議会長 松本　輝彦
防災組織 伊万里市消防団長 貞方　喜延
教育団体 伊万里市小中学校連合 PTA 委員 黒川　敦子
　〃 伊万里商業高等学校長 井上　常茂
福祉団体 伊万里市身体障害者福祉協会長 福田　喜一
　〃 伊万里市ボランティア連絡協議会長 松尾　　清
まちづくり団体 市民ネットワーク「いまり」理事 藤　早百合
市民会議 まちづくり市民会議会長 大川内正弘
　〃 まちづくり市民会議副会長 鈴山　幸子

２号委員
行政機関
の代表者

佐賀県 統括本部総括政策監 石橋　正彦
　〃 伊万里保健福祉事務所長 仲井　宏充
　〃 伊万里農林事務所長 副島　孝文
　〃 伊万里土木事務所長（平成 20 年度） 鶴田　道雄
　〃 　　　　〃             （平成 21 年度） 吉岡　悦郎
伊万里市 副市長 前田　和人
　〃 教育長 岩永憲一良

３号委員
学識経験
を有する

者

佐賀大学 文化教育学部教授 北川　慶子
西九州大学短期大学部 幼児保育学科講師 永田　　誠
佐賀大学 経済学部准教授 戸田順一郎
　〃 理工学部准教授 後藤隆太郎
　〃 理工学部教授 宮島　　徹
　〃 経済学部教授 長　　安六

第５次伊万里市総合計画審議会委員

　第５次総合計画は、基本構想、基本計画

および実施計画をもって構成します。

◆基本構想

　まちづくりの目標である『将来都市像』

と、これを実現するための『まちづくりの

方向性』を示すもので、平成 21 年度を初

年度として、おおむね平成 30 年度を目標

年度とします。

◆基本計画

　基本構想の目標達成に向けたまちづくり

の施策の方向を体系的に示したもので、計画期間は基本構想の期間

を前期計画と後期計画の各５年間に分けることとします。

◆実施計画

　基本計画に基づき、個々の事業を具体化するための計画として策

定するもので、計画期間を３年とし、財政状況の変化などに対応し

つつ、毎年、計画内容の見直しを行います。

◆
平
成
20
年
度

▽
団
体
意
向
調
査
の
実
施

▽
専
門
調
査
員
と
の
協
議

▽
総
合
計
画
審
議
会
の
開
催

　
（
平
成
21
年
度
ま
で
、
部
会
を
含

　

め
13
回
開
催
）

◆
平
成
21
年
度

▽
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申

▽
６
月
開
会
の
第
２
回
定
例
会
に

総
合
計
画
（
案
）
を
上
程
し
、

可
決
。

　　

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で
の
意

見
や
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
、
市
職
員
に
よ
る

策
定
委
員
会
で
作
成
し
た
総
合
計

画
の
内
容
を
審
議
す
る
た
め
、
今

年
２
月
20
日
に
『
伊
万
里
市
総
合

計
画
審
議
会
』（
会
長
・
長お

さ
や
す
ろ
く

安
六
氏
）

が
発
足
し
、
市
の
諮
問
を
受
け
ま

※敬称略、役職名は、平成 21 年４月現在のものです

 

策
定
の
流
れ

第５次総合計画の構成

 
総
合
計
画
審
議
会

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
健
康
福
祉
や
教

育
文
化
な
ど
の
各
分
野
か
ら
専
門

的
な
意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
め
ら

れ
た
計
画
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
30
人
は
、
お
よ
そ
２
か
月

間
に
延
べ
13
回
の
審
議
を
行
い
、

４
月
30
日
に
市
長
に
答
申
し
ま

し
た
。

各専門分野で熱心な審議を展開

長
安
六
会
長
（
右
）
か
ら
答
申
を
受
け
る

塚
部
市
長

基本
構想

基本計画

実施計画
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市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　

安
心
と
豊
か
さ
の
創
造

活
力
あ
ふ
れ 

ひ
と
が
輝
く

　
　
　

安
ら
ぎ
の
ま
ち 

伊
万
里

　

将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
で
あ
る
５

つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
目
標
に
沿
っ
て
総
合
的
、
計
画

的
な
施
策
を
展
開
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第５次伊万里市総合計画の体系

 

総
合
計
画
の
体
系

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
た
め
、
本
市
を
取
り

巻
く
時
代
潮
流
と
し
て
、
次
の
７

つ
の
項
目
を
整
理
し
ま
し
た
。

①
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
高
齢

化
の
進
展

②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
東
ア

ジ
ア
と
の
交
流
の
拡
大

③
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
到
来

④
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
の
深

刻
化

⑤
暮
ら
し
の
安
心
、
安
全
の
確
保

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

⑥
価
値
観
の
多
様
化
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り

⑦
地
方
の
自
立
と
新
た
な
行
財
政

運
営
へ
の
取
り
組
み

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

や
市
民
意
識
調
査
、
団
体
意
向
調

査
な
ど
に
よ
り
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、
次
の

５
つ
を
主
要
な
課
題
と
し
て
と
ら

え
ま
し
た
。

①
健
康
福
祉
に
お
け
る
課
題

②
教
育
文
化
に
お
け
る
課
題

③
産
業
振
興
に
お
け
る
課
題

④
都
市
基
盤
と
生
活
環
境
に
お
け

る
課
題

⑤
市
民
と
の
協
働
と
行
財
政
運
営

に
お
け
る
課
題

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
り
発
展
し
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
の
視
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る
事
業
を

見
直
し
、
事
業
の
選
択
と
予
算
の
集
中
に
よ
る
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
力
の
さ
ら
な
る
増
進
と
、

伊
万
里
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
を
生
か
し
た
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
積
極
的
に
分
担
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
個
性
や
主
体
性
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
新
た
な
産
業
や
文
化
の

創
造
に
よ
り
、
活
力
あ
る
都
市
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
発
展
を
続
け
て
い

く
ま
ち
、
ま
た
、
市
民
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
も
と
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
潤
い
と
安
ら
ぎ
に
包
ま
れ
た
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

 
ど
ん
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
？

  

基 

本 

理 

念

特 集　活力あふれ ひとが輝く 安らぎのまち 伊万里    総合計画を策定

基 本 理 念

自立と協働の
まちづくり

安全で快適な
地域づくり

活気あふれる
産業づくり

創造的で心豊かな
ひとづくり

安心で健やかな
暮らしづくり

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

活力あふれ ひとが輝く
安らぎのまち 伊万里

市民との協働による
安心と豊かさの創造

将来都市像

　

こ
う
し
た
時
代
潮
流
や
本
市
に
お
け
る
主
要
課
題
か
ら
、
今

後
10
年
間
の
市
政
運
営
に
お
い
て
根
底
に
流
れ
る
基
本
理
念
と
、

め
ざ
す
べ
き
将
来
都
市
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

  

将 

来 

都 

市 

像
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安
ら
ぎ
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

安心で健やかな暮らしづくり

３

福 祉　保 健　介 護　医 療

　市民が生涯にわたって安心して生活できるよう、きめこまやかな保

健・医療や福祉サービスの充実に取り組みます。

● 地域域福祉の充実　● 高齢者支援の充実　● 障害者支援の充実　
● 子育て支援の充実　● 低所得者福祉の推進　● 保健活動の推進　● 医療体制の充実

▷介護予防サービス給付事業　▷健康診査事業　▷一時預り事業　▷子育てファミリーサポート事業

▷障害者自立支援給付事業　▷中核的病院整備推進事業

創造的で心豊かなひとづくり
教 育　文 化

　市民一人ひとりが学ぶことの楽しさを理解し、生涯を通じて自ら

学ぼうとする意識を高めるための取り組みや、様々な学習ニーズに

対応するための学校教育や生涯学習の環境整備を進めます。

● 生涯学習の推進　● 青少年の健全育成の推進　● 学校教育の推進　
● スポーツの振興　● 人権教育と啓発の推進　● 文化活動の推進　● 文化財の保護と活用

▷家読推進事業　▷放課後子ども教室推進事業　▷学力向上対策推進事業

▷特色ある学校創造事業　▷スポーツ振興支援事業　▷人権啓発事業　

▷市民センター自主事業　▷カブトガニ保護事業

活気あふれる産業づくり
産 業　

　農林水産業の生産基盤の強化や、地場産業の振興をはじめ企業誘致を積極的に

行うことにより、均衡のとれた産業の発展を目指します。また、観光面の強化や

伊万里港における国際物流拠点の形成など力強い産業の育成に取り組みます。

● 農業の振興　● 林業の振興　● 水産業の振興　● 工業の振興　
● 商業の振興　● 観光の振興　● 貿易の振興

▷担い手育成総合支援推進事業　▷伊万里牛ＰＲ事業　▷利用間伐材促進事業　

▷水産業振興一般事業　▷企業訪問等立地勧奨事業　▷商店街活動強化事業　▷いまり秋祭り事業　

▷伊万里港ポートセールス推進事業

１

２

   生活環境部会
        黒川 敦子 さん

第５次伊万里市総合計画
まちづくり市民会議

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
に

参
加
し
、
多
く
の
方
と
話
す

機
会
が
で
き
た
こ
と
で
視
野

が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
総
合
計
画
は
学

校
の
授
業
な
ど
で
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
伊
万
里
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
伊
万

里
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
行

政
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が

ら
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
な
ど
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

声
VOICE

少
し
で
も

　

で
き
る
こ
と
か
ら

目標達成のための７施策

目標達成のための７施策

目標達成のための７施策

主 な 事 業

主 な 事 業

主 な 事 業
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安
ら
ぎ
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

特 集　活力あふれ ひとが輝く 安らぎのまち 伊万里    総合計画を策定

自立と協働のまちづくり
住民参加　行政運営　

　複雑・多様化する行政ニーズに対応し、質の高い行政サービス

を維持するため、市民の自主的なまちづくりへの参画により市民

と協働した行政運営を図るほか、行財政改革や地方分権に的確に

対応します。

● 適正な情報公開と広報広聴の充実　● 市民と行政との協働　● まちづくりの担い手の育成
● 男女協働参画社会の形成　● 効率的な行財政の運営　● 自立した行政経営の確立

▷情報公開・個人情報保護事業　▷広報発行事業　▷地域の元気推進事業　▷ＮＰＯ活動推進事業　

▷男女協働参画推進事業　▷行政改革推進事業

安全で快適な地域づくり
都市基盤　生活環境

　豊かな自然をはじめ特色ある景観の保護など、快適な環境を確保するとともに、

道路や公共交通の整備など都市基盤の充実に努めます。また、市民が安心して安

全に暮らすことができるよう防災体制の整備や減災対策などに取り組みます。

● 道路・交通体系の整備　● 港湾機能の整備　● 上水道の整備　● 都市景観の形成
● 公園等の整備　● 居住空間の整備　● 下水道等の整備　● ごみの減量化と廃棄物

　の適正な処理　● 環境保全活動の推進　● 消防・救急体制の充実　● 防災の推進
● 交通安全対策の推進　● 防犯活動の推進

▷都市計画道路整備事業　▷港湾一般管理事業　▷上水道第９次拡張事業

▷都市景観形成事業　▷地域住宅交付金事業　▷公共下水道建設事業　

▷ごみ処理広域化推進事業　▷防火・防災普及啓発推進事業　

▷消費生活相談事業　

４

５

豊
か
な
生
活
の
実
現
の
た
め
に

『
自
立
』
と
『
協
働
』
を

　

10
年
前
の
第
４
次
総
合
計
画
の
と
き
に
も
、
審
議
会
委
員

と
し
て
計
画
策
定
に
携
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
第
５
次
総
合

計
画
は
、
前
回
の
内
容
と
異
な
る
点
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
市
民
の
生
活
や
暮
ら
し
に
重
点
を
置
い
て
い

る
こ
と
で
す
。将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
掲
げ
た『
ま

ち
づ
く
り
の
５
つ
目
標
』
の
な
か
で
も
、
福
祉
や
保
健
な
ど

市
民
生
活
に
最
も
身
近
な
『
安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く

り
』
を
一
番
目
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、『
協
働
』
の
考
え
方
を
よ
り
前
面
に
出
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
基
本
理
念
を
『
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
安

心
と
豊
か
さ
の
創
造
』
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

の
『
参
加
』
や
『
連
携
』
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
も
の
で
す
。

　

伊
万
里
市
で
は
各
町
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
が
活
発

で
す
が
、
本
当
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
市
民
と

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
市
民
が
『
自
立
』
し
、
行
政
と
対
等
に
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
市
民
が
自
発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
り
、
一
方
で
行
政
は
、
市

民
や
地
域
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
支
援
す

る
。
そ
れ
が
理
想
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
の
今
後
10
年
間
の
設
計
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
民
の
意
見
を
反
映
し
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
た
総
合
計

画
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
目
標
実
現
の
た
め
に
は
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

   会長  長
おさ

　安
やすろく

六 さん

第５次伊万里市
総合計画審議会

見解
ＯＰＩＮＩＯＮ

目標達成のための６施策

目標達成のための13施策

主 な 事 業

主 な 事 業



　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア

ナ
ロ
グ
放
送
）
が
終
了
し
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
（
地
デ
ジ
）
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
ぜ
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

の
か
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
な

ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
を
行
い
ま
す
。
説
明
会
は
、
ど

場　所 説明会の日時

伊万里公民館 11 月 ２ 日（月）

①午前 11 時〜
②午後 ３ 時〜

立花公民館
11 月 ４ 日（水）

大川内公民館

黒川公民館
11 月 ５ 日（木）

南波多公民館

松浦公民館
11 月 ６ 日（金）

大川公民館

波多津公民館 11 月 ９ 日（月）

牧島公民館
11 月 10 日（火）

二里公民館

東山代公民館
11 月 11 日（水）

山代公民館

大坪公民館 11 月 12 日（木）

市民センター

11 月 13 日（金） ①午前 11 時〜
②午後 １ 時〜
③午後 ２ 時〜
④午後 ３ 時〜

11 月 17 日（火）

な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

最
寄
り
の
公
民
館
に
、
ぜ
ひ
お
越

し
下
さ
い
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

　

ま
せ
ん

●
問
合
先

　

デ
ジ
サ
ポ
佐
賀
説
明
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２-

４
１-

８
８
３
３
）

※
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

　

時
ま
で

開
催
し
ま
す
！
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
説
明
会

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

◎地上デジタル放送説明会の案内

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
に
対
し
て
、
地

域
の
個
性
や
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
力
を
創
出
し
よ
う

と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
行

政
区
や
町
を
表
彰
・
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
運
を
盛
り
上

げ
る
た
め
『
ひ
と
が
輝
く
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
大
会
』を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
後
０
時
30
分　
　
　
　

開
場

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

開
演

●
場　

所　

　

市
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

●
内　

容

▽
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
大
賞
表
彰
式

▽
事
例
発
表
（
元
気
な
ま
ち
づ
く

　

り
大
賞
『
町
部
門
』
受
賞
団
体
）

▽
記
念
講
演

　

演
題
『
や
る
気
を
起
こ
せ
ば　

必
ず
奇
跡
が
起
き
る
』

　

講
師　

豊
重　

哲
郎　

氏

　
（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
（
や
ね

　

だ
ん
）
自
治
公
民
館
長
）

●
問
合
先　

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（ 　

☎
㉓
２
１
１
５
）

市
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業

　
『
ひ
と
が
輝
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
』
開
催

〜 
や
ね
だ
ん
の
仕
掛
け
人
が
伊
万
里
に
や
っ
て
く
る 

〜

これから
浄化槽を設置予定の皆さんへ

平成 22 年度『浄化槽設置補助金』の
仮申し込みを開始します

◆日常の使用で次のようなことに注意してください
○ トイレの洗浄水は、十分な量を流す

○ 便器の清掃には、微生物に影響するような薬剤を使用しない

○ トイレにトイレットペーパー以外の異物を流さない

○ 台所から野菜くずや油を流さない

○ 浄化槽の電源は切らない

○ マンホールの上に物を置かず、蓋
ふた

はいつもきちんと閉めておく

◆浄化槽は、定期的な維持管理をしてください
① 保守点検
　浄化槽の装置や機械の点検、調整などを行ってください。専門知識が

　必要ですので、県知事の登録業者に委託してください。

② 清掃（年１回以上）
　浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取るのが清掃です。

　清掃は、市の許可を受けた浄化槽清掃業者が行いますので、許可業者

　に委託してください。

③ 法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正しく機能しているか㈶

　佐賀県環境科学検査協会（指定検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止されている場合は、廃止の届け出が必要となりますので、

　伊万里保健福祉事務所（☎㉓ 2101）へご確認ください。

　浄化槽設置費用に対する補助金の仮申し込みの受付を１２月１日（火）

から開始します。平成 22 年度中に設置をお考えの人は、補助金の仮申

し込みを行ってください。■申込・問合先　下水道課（　☎㉓ 2395）

浄化槽を使用中の皆さんへ

9 2009.11 82009.11
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高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ

○高額医療・高額介護合算療養費制度とは？
　医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世帯ごとに、一年間

に支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

○平成 21 年度の支給要件・支給額は？
　この制度は、通常、毎年８月からその翌年の７月末までの医療保険と介護保険の自己負担をもとに支給額を計

算しますが、平成 20 年４月から開始されたため、平成 21 年度は次のように支給額を計算します。

　（Ａ）各医療保険の世帯ごとに、平成 20 年４月から平成 21 年７月末までに支払った医療保険・介護保険の自

　　　  己負担が次の基準額を超える場合に、その超えた額を支給します

　（Ｂ）平成 20 年８月から平成 21 年７月末までの自己負担が、次のカッコ内の額を超える場合には、その超え

　　　  た額と（Ａ）により計算した支給額とを比べ、大きい額を支給します

　　　　　　　　　　　① 現役並み所得者・・・同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人

　　　 　　　　　　　　　上位所得者・・・・・基礎控除後の総所得金額が 600 万円を超える世帯など

　　　　　　　　　　　② 一　般・・・・・・・①、③、④以外の人

　　　　　　　　　　　③ 低所得者Ⅱ・・・・・世帯員全員が市町村民税非課税の人

　　　　　　　　　　　④ 低所得者Ⅰ・・・・・③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人（年金収入80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 万円以下など）

　　（注）『上記の金額＋ 500 円』が基準額となり、自己負担がその額（基準額）を超える場合に『自己負担－上記の額』
　　　　を支給することとなりますので、ご注意ください

※支給の対象となる人へのお知らせおよび申請手続きについての留意点

　支給の対象となる被保険者の人には、12 月ごろにお知らせをする予定です。お知らせが届いた場合、長寿社会

課の窓口に申請してください。

　○次に該当する人には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります

　　◆平成 20 年４月から平成 21 年７月末までの間に、

　　　・市町を越える転居をされた人

　　　・他の医療保険制度から国民健康保険または長寿医療制度に移られた人

　○被用者保険（国民健康保険・長寿医療制度以外の健康保険）に加入されている人にはお知らせが届きません

　上記の支給要件を参考にして、支給の対象となるかどうか確認を行い、具体的な手続きやご不明な点については、

問合先までご相談ください。

所得区分

長寿医療制度
＋介護保険

国保・健康保険など
＋介護保険（70 〜 74 歳）

国保・健康保険など
＋介護保険（70 歳未満）

（Ａ） （Ｂ） （Ａ） （Ｂ） （Ａ） （Ｂ）

① 現役並み所得者
　（上位所得者）

89 万円 （67 万円） 89 万円 （67 万円） 168 万円 （126 万円）

② 一般 75 万円 （56 万円） 75 万円 （56 万円） 89 万円 （67 万円）

③ 低所得者Ⅱ 41 万円 （31 万円） 41 万円 （31 万円）
45 万円 （34 万円）

④ 低所得者Ⅰ 25 万円 （19 万円） 25 万円 （19 万円）

○問合先　国民健康保険・長寿医療制度の加入者は、長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）

　　　　　国民健康保険・長寿医療制度以外の医療保険加入者は、長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

※住民税非課税世帯が条件
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今
夏
、
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第

25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
の
小
学
６
年
女
子
100
㍍
の
部

で
日
本
一
に
輝
い
た
、
南
波
多
小

６
年
の
池
田
衣
那
さ
ん
（
南
波
多

町
）
に
『
伊
万
里
市
民
賞
』
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
、
市
役
所
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
塚
部
市
長
か
ら
伊
万

里
焼
の
陶
板
を
は
め
込
ん
だ
市
民

賞
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
、
塚
部
市
長
は
「
池

田
さ
ん
の
活
躍
は
多
く
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
て
き
た
最

も
歴
史
と
権
威
あ
る
大
会
で
、
厳

し
い
練
習
と
努
力
を
積
み
重
ね
ら

れ
た
結
果
、
見
事
第
１
位
の
栄
冠

に
輝
き
、
多
く
の
市
民
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
ス
プ

リ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
」
と
あ
い
さ

つ
。
池
田
さ
ん
は
「
受
賞
を
励
み

に
こ
れ
か
ら
も
陸
上
を
続
け
て
、

中
学
で
も
日
本
一
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
た
い
」と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
民
賞
受
賞
は
池
田
さ

ん
で
通
算
６
人
目
。
小
学
生
の
受

賞
は
、
平
成
17
・
18
年
の
全
国
小

学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
小
学
生

男
子
100
�
走
で
２
年
連
続
優
勝
し

た
福
富
晃
希
さ
ん
（
脇
田
町
）
以

来
と
な
り
ま
す
。

　
『
伊
万
里
市
民
賞
』
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

産
業
な
ど
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

市
の
名
声
を
高
め
た
こ
と
を
顕
彰
し
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
待
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
23
日
に
市
役
所
で
開
催
さ

れ
た
『
第
14
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
』
に
お
い
て
、
環
境
美

化
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域
の
環

境
保
全
や
美
化
に
関
す
る
活
動
を

お
お
む
ね
８
年
以
上
に
わ
た
り
継

続
し
て
行
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

個
人
ま
た
は
団
体
を
『
環
境
保
全

お
よ
び
美
化
に
関
す
る
功
労
者
』

と
し
て
、
平
成
10
年
度
か
ら
毎
年

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状

第
14
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
表
彰
式

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
個
人
３
人
と
６

団
体
を
表
彰
し
、
塚
部
市
長
が
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
長
年
の

地
域
へ
の
貢
献
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
個
人
表
彰
】

▼
原　

京
子
さ
ん(

大
川
内
町
）

▼
福
田
新
三
郎
さ
ん(

二
里
町
）

▼
寳
藏
寺　

寛
ゆ
た
か
さ
ん(

大
川
内
町
）

【
団
体
表
彰
】

▼
市
山
婦
人
会
（
大
川
内
町
）

▼
大
川
内
山
を
育
て
る
会

（
大
川
内
町
）

▼
大
川
町
交
通
安
全
協
会（
大
川
町
）

▼
滝
川
内
女
性
部
（
東
山
代
町
）

▼
筒
井
子
ど
も
会
（
波
多
津
町
）

▼
東
大
久
保
老
人
ク
ラ
ブ

（
東
山
代
町
）

たくさんの出店者と家族連れなど
の来場者でにぎわった第 14 回伊
万里リサイクルフェア

平
成
21
年
度
環
境
美
化
功
労
者
の

皆
さ
ん

【 池田衣那さんの全国陸上競技交流大会での活躍 】

　県大会決勝で自己ベストの 13 秒 35 の記録で優勝し、
佐賀県代表として全国大会に出場した池田さんは、予選
で 13 秒 15、準決勝で 13 秒 07 と、レースを重ねるごと
に自己ベストを更新し、最後の決勝でもさらにタイムを
縮め、13 秒 02 の３レース連続で自己記録をマークして
の快挙で、小学生女子スプリンターの頂点に立ちました。

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会 

小
学
６
年
女
子
100
㍍
優
勝

　

南
波
多
小
６
年

『
伊
万
里
市
民
賞
』を
贈
呈

池
田 

衣え

那な

さ
ん
へ
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秋
の
夜
長
を
読
書
で
楽
し
む

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
が
一
冊
の
本
を
借
り
て
き
て

読
ん
だ
後
、
お
母
さ
ん
に
手
渡

し
、
お
母
さ
ん
が
読
ん
だ
後
、

お
父
さ
ん
に
回
す
。
そ
し
て
、

読
ん
だ
本
の
感
想
を
一
家
で
語

り
合
う
。
思
い
浮
か
べ
る
だ
け

で
微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
読
ん
だ
本
に

つ
い
て
話
し
合
う
『
家う

ち
ど
く読

』
に
、

伊
万
里
市
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
じ
め
、
自
殺
、
不
登
校
な
ど
、

今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

問
題
の
一
つ
と
し
て
家
庭
で
の

会
話
不
足
が
影
響
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
読
は
、

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
し
、
絆

き
ず
な

を
深
め
よ
う
と
す

る
の
が
大
き
な
目
的
で
す
。

　

市
内
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

取
り
組
ん
い
る
黒
川
町
で
は
、

区
長
会
、
婦
人
会
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
『
お
は
な

し
ど
ん
ぐ
り
』
の
皆
さ
ん
が
、

ま
さ
に
地
域
を
挙
げ
て
こ
の
家

読
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
平

成
16
年
に
入
学
し
た
県
主
催
の
高

齢
者
大
学
で
し
た
。
在
学
し
て
い

た
仲
間
た
ち
と
、
人
の
役
に
立
つ

た
め
に
何
か
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
、
平
成
17
年
に

会
を
結
成
し
、
４
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、

伊
万
里
市
や
唐
津
市
在
住
の
65
歳

か
ら
84
歳
ま
で
の
25
人
。
ふ
る
さ

と
の
た
め
に
、
楽
し
く
地
域
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
の
『
第
26
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
佐
賀
大
会
』

な
ど
多
く
の

イ
ベ
ン
ト

で
、
行
政
や

関
係
団
体
と

連
携
し
、
運

営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま

し
た
。
福
祉

施
設
な
ど
へ

の
慰
問
活
動

で
は
、
高
齢

者
大
学
で
学
ん
で
い
る
和

太
鼓
や
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
な
ど
を
披

露
し
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
九
州
地
域
づ
く
り
団
体

研
修
交
流
会
』
な
ど
の
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
昨
年

末
に
は
、市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
に
加
入
し
、
ほ
か
の
団
体

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、
い
ま
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
の
環
境

を
い
か
に
守
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
結
成
当
初
か
ら
、

環
境
保
全
に
関
す
る
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
将
来
を
担
う
小
中

学
生
へ
の
教
育
は
大
切
で

す
の
で
、
市
内
外
の
学
校

で
野
外
授
業
な
ど
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
岸
・
河
川
の
清
掃
や
植

樹
な
ど
、
実
践
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

次
世
代
の
子
や
孫
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
ぜ
ひ
残
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
人
や
地

域
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
多
く
の

方
々
と
協
力
し
、
今
後
も
活
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
先　

会
長
・
深
江

（
☎
０
９
０ 

７
９
２
７ 

０
９
２
７
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
活

動
団
体 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
目
を

通
し
た
、
身
近
な
気
に
な
る
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

地域社会活動研究会
代表

深江 俊之 さん

　　

今
回
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
仲
間
で
、
環
境
保
全
な

ど
を
通
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

『
地
域
社
会
活
動
研
究
会
』
で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

 

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・　

Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　

そ
の
事
例
発
表
会
が
あ
り
、

私
も
参
加
し
ま
し
た
。
保
育
園

や
幼
稚
園
で
は
、
絵
本
を
一
冊

ず
つ
貸
し
出
し
、
夜
寝
る
前
に

子
ど
も
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う

運
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
冊
の
本
で
親
子
の
つ
な
が
り

が
深
ま
っ
て
い
く
事
例
や
、
最

初
は
下
手
だ
っ
た
父
親
が
次
第

に
慣
れ
て
き
て
、
お
ど
け
た
り

抑
揚
を
つ
け
て
読
む
か
ら
面
白

い
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

保
育
士
の
方
も
ど
の
よ
う
な
絵

本
の
読
み
方
が
い
い
の
か
大
変

勉
強
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

家
庭
に
絵
本
が
あ
る
と
こ
ろ

は
『
夢
と
幸
せ
が
あ
る
』
証あ

か

し

と
い
わ
れ
ま
す
。
本
を
通
じ
て
、

親
や
家
族
と
喜
び
を
共
に
し
た

子
ど
も
は
、
生
涯
そ
の
光
景
を

忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ

た
め
に
は
、
温
か
い
家
族
、
家

庭
の
存
在
と
と
も
に
、
そ
れ
を

包
み
込
む
地
域
の
温
か
さ
も
重

要
で
す
。
家
読
の
取
り
組
み
が

市
全
体
に
広
が
り
、
家
族
間
の

絆
、
家
庭
と
地
域
の
絆
を
深
め
、

『
思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
伊
万

里
市
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

家
読
の
す
す
め

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

厳
木
川
で
は
相
知
中
学

生
に
野
外
授
業
を
実
施

ふ
る
さ
と
の
た
め
に
結
成

多
く
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

美
し
い
環
境
を
め
ざ
し
て
活
動

美しい環境を次世代へ
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こ
の
一
年
間
の
研
修
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
非
常
に
有
意
義
で
、

思
い
出
の
あ
る
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
ざ
、
日
本
の
方
々
と

別
れ
る
日
が
来
る
と
、
名
残
惜
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
こ
で
、

一
年
間
の
研
修
を
締
め
く
く
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
、報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
の
10
月
か
ら
今
年
の
５
月
ま
で

半
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
市
役
所
の
各

部
署
で
業
務
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
、
関

係
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

新
規
採
用
職
員
研
修
、
さ
わ
や
か
接
遇

研
修
、
同
和
研
修
な
ど
に
参
加
し
た
り
、

学
校
給
食
を
初
め
て
体
験
し
た
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
通
じ
て
、
中

国
に
は
な
い
日
本
の
地
方
自
治
体
の
業

務
内
容
や
手
順
、
書
類
の
書
き
方
、
書

類
の
回
覧
な
ど
に
よ
る
情
報
の
共
有
な

ど
に
つ
い
て
、
理
解
が
で
き
ま
し
た
。

き
っ
と
中
国
で
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に

プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
中
国
・
大
連
市
で
企
業
誘
致
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

内
外
の
有
名
企
業
の
視
察
を
さ
せ
て
も

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
業
の
方
々

が
、
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
り
、

会
社
の
沿
革
や
規
模
、
製
品
、
現
況
、

未
来
お
よ
び
中
国
と
の
貿
易
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
詳
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
世
界
に
誇
る
技

術
と
製
品
に
敬
服
し
、
日
本
の
名
門
企

業
を
大
連
に
誘
致
し
た
い
と
い
う
思
い

が
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
秋
祭
り
、
唐
津
く
ん
ち
、
徐

福
館
、
長
崎
市
ラ
ン
タ
ン
祭
り
、
原
爆

資
料
館
、
大
川
内
子
ど
も
会
鬼
火
焚
き
、

九
州
国
立
博
物
館
、
九
重
夢
大
吊
橋
、

阿
蘇
山
な
ど
を
見
学
。
そ
し
て
、
焼
き

物
づ
く
り
を
体
験
し
た
り
、
佐
賀
大
学

新
留
学
生
歓
迎
会
や
伊
万
里
市
日
中
友

好
協
会
餃
子
会
な
ど
に
参
加
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
文
化
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

日
本
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
年
末
、
市
職
員
の
お
宅
で
、

ご
家
族
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
体
験
さ
せ

て
も
ら
い
、
お
正
月
は
、
初
詣
で
に
出

か
け
、
お
せ
ち
や
雑
煮
な
ど
お
い
し
い

正
月
料
理
を
た
く
さ
ん
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
り
と
、
日
本
の
年
末
年
始
を
経

験
で
き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
お

か
げ
で
、
日
本
の
伝
統
、
文
化
、
歴
史
、

風
土
・
人
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
７
月
ま
で
市
民
を

対
象
と
し
た
初
級
中
国
語
教
室
の
講
師

を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
ほ
か
、
伊
万
里

中
学
校
、
名
友
会
、
立
花
塾
・
伊
万
里

塾
、
日
中
友
好
協
会
総
会
、
新
規
採
用

職
員
研
修
な
ど
で
、
中
国
と
大
連
の
こ

と
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
伊
万
里
食
文
化
交
流
会
で
の
通
訳
、

伊
万
里
湾
・
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
事
業
に
お
け
る

中
国
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
中
国

か
ら
の
訪
問
団
来
訪
時
の
通
訳
な
ど
を

担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
仕
事
を
通
じ
て
、
民
間
に
お
い
て
も

中
日
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ
の
一

年
間
。
特
に
、
日
本
の
進
ん
だ
経
営
管

理
、
発
達
し
た
交
通
と
工
業
施
設
、
ま

た
、
日
本
人
の
時
間
観
念
や
仕
事
の
能

率
・
熱
心
さ
な
ど
に
は
、
い
ず
れ
も
強

い
刺
激
と
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
万
里
で
学
ん
だ
こ
と
は
私
に

と
っ
て
、
一
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
宝
物

で
す
。
国
に
帰
っ
た
ら
、
学
ん
だ
す
べ

て
を
生
か
し
て
、
微
力
で
す
が
、
伊
万

里
市
と
大
連
市
の
友
好
交
流
の
た
め

に
、力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

驚
き
！
日
本
の
企
業
力

● 

肌
で
感
じ
た
温
か
さ

● 

ず
っ
と
忘
れ
な
い
『
伊
万
里
』

伊
万
里
で
学
ん
だ
す
べ
て
が
私
の
宝
物

◆１年間の公務研修を修了◆

←

● 

市
役
所
で
の
研
修

● 

中
日
交
流
を
実
感

中
国
大
連
市 
公
務
研
修
生

ス
ー 　

ラ
ス
ト
リ
ポ
ー
ト 

さ
　ん

伊
万
里
の
皆
さ
ん

　
　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

鄒
ス ウ

 旭
キョク

さん 中国・大連に帰国

半年間の初級中国語教室で講師を務めた鄒さん。
温厚な人柄で受講生たちから慕われました

　

平
成
21
年
10
月
15
日　

鄒　

旭

←
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し
め
縄
切
り
は
、
毎
年
10
月

22
日
の
夕
暮
れ
、
松
浦
町
桃も

も
の
か
わ川

と
武
雄
市
若
木
町
と
の
境
の

鹿ろ
く
ろ
と
う
げ

路
峠
に
あ
る
乳ち

ざ
や
の
か
み

道
祖
神
と
い

う
石せ

き
し祠
の
そ
ば
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
元
で
は
、

貴
婦
人
が
鹿
路

峠
で
諏す

わ訪
神
社

の
祭さ

い
じ
ん神
を
産
み
、

そ
こ
へ
南
波
多

町
重じ

ゅ
う
ば
し

橋
の
紙
商

人
が
通
り
か
か

り
、
紙
こ
よ
り

か
土か

わ
ら
け器
で
、
へ

そ
の
緒
を
切
っ

た
の
が
行
事
の

始
ま
り
と
い
い

ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
行
事
を
『
へ
そ
の
緒
切
り
』

と
も
呼
び
ま
す
。

　

当
日
、
桃
川
の
人
び
と
は
、

鹿
路
峠
に
し
め
縄
を
は
っ
て
道

を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。
そ
こ
へ
東（
武

雄
市
方
面
）
か
ら
来
た
男
を
止

め
ま
す
。
そ
し
て
人
々
は
、
男

に
刃
を
つ
ぶ
し
た
鎌
で
し
め
縄

を
切
ら
せ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
な

か
な
か
切
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

か
ん
た
ん
に
切
ら
れ
て
は
面
白

く
な
い
と
、
た
び
た
び
待
っ
た

を
か
け
、
そ

の
度
に
男
に

酒
を
飲
ま
せ

ま
す
。
男
が

ふ
ら
ふ
ら
に

酔
っ
ぱ
ら
っ

た
こ
ろ
、や
っ

と
し
め
縄
が

切
れ
ま
す
。

人
々
は
、
お

礼
に
大
盃
で

13
杯
半
の
祝

酒
を
男
に
飲

ま
せ
ま
す
。

　

酒
を
飲
ま
せ
る
や
り
と
り
が

楽
し
い
し
め
縄
切
り
は
、
実
は
、

災
厄
が
村
へ
入
っ
て
く
る
道
を

断
つ
『
道
切
り
』
の
呪
術
が
変

化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
貴
重
な

行
事
で
す
。

し
め
縄
切
り
（
へ
そ
の
緒
切
り
）

〜 

災さ
い
や
く厄
が
村
へ
入
っ
て
く
る
道
を
断
つ
呪
術
が
変
化
し
た
貴
重
な
行
事 

〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事
⑨

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

家
庭
で
育
む
協
働
意
識

　

市
民
に
文
化
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

『
市
民
所
蔵
品
展
』
が
開
催
さ
れ
、

初
日
と
な
る
10
月
11
日
に
開
場
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
10
回
目
と
な
る
所
蔵
品

展
の
テ
ー
マ
は
油
絵
。
故
古
川

華か
な
ん南

さ
ん
や
故
山
口
猛た

け
ひ
こ彦

さ
ん
な

ど
の
貴
重
な
作
品
12
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
訪
れ
た
人
は
、

い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
人
物

画
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

　

所
蔵
品
展
は
、
11
月
８
日
ま
で

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。（
休
館
日
は
月
曜
日
）

●
問
合
先　

歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
㉒
７
１
０
７
）

油
絵
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い

　

日
常
生
活
の
中
で
、『
男
だ
か

ら
』『
女
だ
か
ら
』
と
い
う
意
識

で
物
事
を
と
ら
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

教
育
の
現
場
で
は
、
幼
児
期
か

ら
一
人
ひ
と
り
の
『
特
性
』
を

重
視
し
、
伸
ば
そ
う
と
す
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
男
女
混
合
名
簿
が
使

わ
れ
、男
女
と
も
に
「
○
○
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
と
比

べ
る
と
、
か
な
り
男
女
協
働
参

画
の
考
え
方
が
進
ん
で
き
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
は
男
女
協
働
参

画
の
意
識
が
自
然
と
身
に
つ
く

重
要
な
場
所
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
目
に

は
、
家
庭
内
の
男
女

の
役
割
が
一
体
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
18
年
度
社
会
生
活
基
本

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
男
性
の

家
事
時
間
は
、
女
性
の
６
分
の

１
で
す
。
各
家
庭
の
事
情
に
よ

り
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
を
女

性
だ
け
の
仕
事
と
せ
ず
、
で
き

る
人
が
で
き
る
時
に
行
う
な
ど
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
も
家
事
を
受
け
持
ち
、

実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ

と
が
、
お
互
い
の
大
変
さ
を
理

解
し
、
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
第
一
歩
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
教
育
力
の
向
上
が

叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
。
家
庭

内
で
も
、
男
女
協
働
参
画
に

つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ

ん
で
『
あ
な
た
ら
し
く
、
私
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
』
を

と
も
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

油
絵
を
テ
ー
マ
に
市
民
所
蔵
品
展
が
開
催

↑盛峰雄館長（右から２人目）から、展示された
　油絵についての説明を受ける来場者
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　県重要無形民俗文化財に指定されている『府招浮立』が

南波多町府招地区で行われました。この日、愛
あたごごんげんしゃ

宕権現社で

は、バチがご神体として扱われる『御
ご し ん

神』のバチ渡しの儀

式が厳かに行われたほか、演劇的な『一の谷』や『賤ヶ岳』

など、33 演目のうち 14 演目が披露され、華麗で勇壮な

奉納芸能で、訪れた大勢の観客を魅了していました。

↑銭太鼓を片手に、あでやかな衣装で宮巡りを行う子どもたち

　　　 県重要無形民俗文化財の府招浮立を奉納心が浮き立つ華麗な伝統芸能

　船舶用製品などを製造する㈱伸建設工業が、黒川町七ツ

島工業団地に工場を建設するため、立地協定を締結しまし

た。新工場は、鉄骨平屋建て約 1,700 平方㍍で、船体ブ

ロックなど製造する計画。来年１月の本格操業をめざして

おり、新規採用を行う予定です。倉村秋利社長は「ここを

核に、海外との取引に力を入れたい」と抱負を語りました。

↓立地協定を結んだ伸建設工業の倉村社長（右）と塚部市長

　　　 ㈱伸建設工業が立地協定を締結七ツ島工業団地に新工場を建設

　松浦鉄道の伊万里駅ーたびら平戸口駅間で

『伊万里牛バーベキュー列車』が３日間運行

されました。これは伊万里牛の魅力を広めよ

うと、松浦鉄道の協力を得て実現したもので

す。県内外からの参加者は、ビールでのどを

潤しながら、柔らかくて風味たっぷりの伊万

里牛の焼き肉を堪能しました。初日の出発式

には、マスコットキャラクターの『いまりん

モーモちゃん』が初登場。今後は、伊万里牛

のＰＲのためにイベントなどで活躍します。

　　　 バーベキュー列車の旅大満足！うまか鉄道１
いまりぎゅう

０９

↓車窓の景色を楽しみながら、絶品の伊万里牛バーベキューを味わう乗客

まちの話題

みんなの広場

いまりんモーモちゃんが初登場 冷たいビールも大好評 九州初のバーベキュー列車

10.510.11

10.9-11
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　伊万里商工会議所青年部 25 周年記念式典が開かれ、元

埼玉西武ライオンズ打撃コーチの大久保博元さんが伊万里

商工会館で講演しました。自らの野球人生を振り返り、現

役時代の爆笑エピソードを交えながら、コーチングは意識

づけと方向づけが重要。常に３年後、５年後先をイメージ

して毎日を全力で生きようと会場に熱く訴えかけました。

　　　伊万里商工会議所青年部 25 周年記念講演デーブ流コーチング術を伝授

　最大積載量 30 万㌧の超大型船の見学会が、黒川町の㈱

名村造船所で開かれました。同社が受注した中で最大の

原油タンカーを、広く市民の皆さんに知ってもらおうと

開催したもので、市内外から２日間で約 9100 人以上が

見学。訪れた見学者は、最上部の操舵室からの眺めを満

喫し、想像を超えた雄大なスケールを体感していました。

↑超大型船のサイズは驚きの全長 333 ㍍、幅 60 ㍍、高さ 68 ㍍！

　　　 ㈱名村造船所で 30 万㌧超大型船見学会開催いざ世界の海へ！巨大タンカー完成

　平成 14 年、伊万里で初めての子ども向けのエアロビッ

クの教室を開き、現在、３歳から 13 歳までの 13 人のメ

ンバーで市の文化祭や 11 月 15 日のＷＪＤＣカップ・エ

アロビック競技会に向けて練習に励んでいます。基本のス

テップ動作を中心とした全身を使ってのバランスの良い

運動効果があるキッズエアロビックに参加しませんか？

↓全国大会に向けて、練習に力が入るスタジオＺＯＯの皆さん

　　　 キッズエアロビック・スタジオ『Ｚ００』全国大会に向けてキラリッ汗

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

↑現役時代の秘話の数々を軽快なテンポで話すデーブ大久保さん

　㈳日本損害保険協会から伊万里市に、高度な救急医療機

器を備えた高規格救急車が寄贈されました。同協会が本年

度、全国で 10 台寄贈するうちの１台で、これで市消防本

部の高規格救急車は計４台。車両は室内が広く、多彩な救

急資機材が搭載可能なほか、車内作業もスムーズに行え、

今後の救急活動に大きな力になると期待されています。

↓佐賀損保会の石田寛之会長（左）からキーを受ける塚部市長（右）

　　　 伊万里市消防本部に高規格救急車が配備一 刻を争う救命活動の手助けに

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

10.1510.3

10.5

9.20-21
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石
庭
の　

銀
砂
に
散
り
し　

冬
紅
葉

日
に
映
え
て　

咲
き
さ
か
り
た
る　

木
蓮
の

　

天
空
に
冴
ゆ　

純
白
の
花

本
町
３
・
４
丁
目

西　

順
子

織
田　

キ
ヌ
エ

大
坪
町
白
野

　

10
月
７
日
、
第
19
回
シ
ル
バ
ー

体
育
大
会
が
国
見
台
球
技
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

第
19
回
シ
ル
バ
ー
体
育
大
会

ハ
ッ
ス
ル
！　

ハ
ッ
ス
ル
！

大
川
内  

４
連
覇

チーム

　

第
４
回
夢
み
さ
き
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
10
月
４
日
、
黒
川

町
の
い
ま
り
夢
み
さ
き
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
内

外
の
小
学
１
年
生
か
ら
大
人
ま
で

の
379
人
が
出
場
し
、
16
部
門
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。
上
位
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

順位 氏　名 所　属 記　録
小学生男子１・２・３生の部１㎞

１ 伊東　哉太 伊万里三香クラブ 03分39秒
２ 山口　竜矢 山代東陸上クラブ 03分42秒
３ 中村　哲汰 北波多 IRC 03分43秒

小学生女子１・２・３生の部１㎞
１ 立川まりあ I RRC 03分59秒
２ 山下　莉穂 青嶺陸上クラブ 04分03秒
３ 梅村　公子 伊万里三香クラブ 04分15秒

小学生男子４年生の部２㎞
１ 楢崎　源太 北波多 IRC 07分29秒
２ 松本　叶夢 北波多 IRC 07分34秒
３ 藤本大空郎 青嶺陸上クラブ 07分56秒

小学生女子４年生の部２㎞
１ 松本陽向子 伊万里三香クラブ 08分19秒
２ 原　　愛美 I JAC 08分30秒
３ 松永　栞奈 I RRC 09分06秒

小学生男子５年生の部２㎞
１ 多久島瑞希 東山代ジュニア陸上 07分18秒
２ 原口　丈二 北波多 IRC 07分22秒
３ 釘町凌太朗 I JAC 07分27秒

小学生女子５年生の部２㎞
１ 山下　莉奈 青嶺陸上クラブ 08分08秒
２ 野中　菜遠 I JAC 08分19秒
３ 中村のどか 北波多 IRC 08分21秒

合
会
の
主
催
で
、『
明
る
く
・

楽
し
く
・
愉
快
に
・
一
日
を
！

ハ
ッ
ス
ル
、
ハ
ッ
ス
ル
』
を

合
い
言
葉
に
、
市
内
13
町
の

老
人
会
か
ら
約
１
１
０
０
人

が
参
加
。

　

黒
川
チ
ー
ム
の
小
嶋
克
樹

さ
ん
の
選
手
宣
誓
の
後
、
ゲ

ー
ト
通
し
競
争
や
び
ん
倒
し

競
争
な
ど
10
種
目
の
競
技
を

行
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

順位 氏　名 所　属 記　録
小学生男子６年生の部２㎞

１ 谷崎　瑠耶 北波多 IRC 07分07秒
２ 松本　隆佑 伊万里三香クラブ 07分09秒
３ 梅村　俊海 伊万里三香クラブ 07分19秒

小学生女子６年生の部２㎞
１ 上釜　未来 北波多 IRC 07分40秒
２ 相良　祐希 牧島 Jr 陸上 07分52秒
３ 山崎　澪那 北波多 IRC 08分07秒

中学生男子１年生の部３㎞
１ 田中　太将 I JAC 10分48秒
２ 西川　修武 青嶺中学校 11分10秒
３ 栗原　元気 青嶺中学校 11分14秒

中学生女子１年生の部２㎞
１ 小嶋　紅音 青嶺中学校 07分28秒
２ 松本　綾菜 青嶺中学校 07分38秒
３ 小島　明香 青嶺中学校 08分44秒

中学生男子２年生の部３㎞
１ 藤巻隆太郎 青嶺中学校 10分05秒
２ 谷崎　翔太 青嶺中学校 10分05秒
３ 田中　星大 青嶺中学校 10分51秒

中学生女子２年生の部２㎞
１ 石橋亜祐美 I JAC 07分57秒
２ 木戸　希美 青嶺中学校 09分07秒
３ 吉田あかり 青嶺中学校 09分08秒

中学生男子３年生の部３㎞
１ 辻　　祐太 青嶺中学校 09分28秒
２ 穐本　悠貴 青嶺中学校 09分44秒
３ 松本　流星 北波多 IRC 09分47秒

中学生女子３年生の部２㎞
１ 前川　　瑛 青嶺中学校 08分56秒
２ 藤本　　楓 青嶺中学校 09分25秒
３ 羽柴　　音 青嶺中学校 09分46秒

壮年男子の部３㎞
１ 牧瀬　光之 二里町体協 10分24秒
２ 松尾　茂信 チーム乱 RUN 10分33秒
３ 境　　英昭 黒川町体協 11分55秒

一般男子の部５㎞
１ 松本　慎市 伊万里市役所 17分12秒
２ 田原　健治 敬徳高校 17分18秒
３ 松本　純一 青嶺中学校 17分27秒

▼
優　

勝　

大
川
内
（
115
点
）

▼
準
優
勝　

牧　

島
（
106
点
）

▼
３　

位　

東
山
代
（
106
点
）

※
同
点
の
場
合
は
、
１
位
の

　

数
が
多
い
チ
ー
ム
が
上

　

位
と
な
り
ま
す

第
４
回
夢
み
さ
き

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

↑
珍
プ
レ
ー
も
飛
び
だ
し
た
球
運
び

　

レ
ー
ス
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原 麻
ま

衣
い

子
こ

さん

★
勤
務
先
は　

ヨ
シ
ロ
ー
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
、
歯
科
衛
生
士
と

勤
務
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す

♬
ひ
と
り
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
の
喜
ん
だ
姿
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
笑
顔
と
徹
底
し
た
衛
生

管
理
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
日
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
☆

★
好
き
な
食
べ
物
は　

お
肉
が
大

好
き
で
す
♥
や
っ
ぱ
り
お
肉
は

伊
万
里
牛
に
限
り
ま
す
ね

(^^)

★
週
末
は　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
気

の
あ
う
仲
間
た
ち
と
の
飲
み
会

で
す
ね
っ
♬

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は　

背

が
高
く
て
、
や
さ
し
い
人
♬
現

在
、
彼
氏
大
募
集
中
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
っ
♥

★二里町東八谷搦

★てんびん座・Ｏ型
　

私
は
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お

歌
が
大
〜
好
き
♬
今
、
夢
中
に
な

っ
て
い
る
の
が
お
店
屋
さ
ん
ご
っ

こ
♥
早
く
大
き
く
な
っ
て
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
い
る

高
田
農
園
の
お
い
し
〜
い
梨
を
、

み
〜
ん
な
に
売
り
た
い
で
す
っ

(^^)

高田 梨
り

央
お

 さん

　

梨
央
ち
ゃ
ん
、
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♥
い
つ
も
感

謝
と
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
素
敵
な

女
性
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
♬

★幸
ゆき

紀
のり

・さと子さんの次女

★松浦町上分

(　  )2 歳
10 か月

17

(26 歳)

  

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
す
す
め

　

伊
万
里
市
立
市
民
病
院　

副
院
長
（
内
科
）
　

松
永
和
雄

　

今
年
の
広
報
伊
万
里
５
月
号
の

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ
で
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
を
紹
介
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
人
は
、
そ
う

で
な
い
人
に
比
べ
脳
梗こ

う
そ
く塞

や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
発
症
率
が
2.5
倍
も
高

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
両
方
を
合

わ
せ
る
と
癌が

ん

の
死
亡
率
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
研
究

で
は
、
肥
満
が
肝
臓
病
に
も
密
接

に
関
係
し
て
い
る
事
が
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

肥
満
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
は

多
く
、『
ダ
イ
エ
ッ
ト
＝
美
容
』
ば

か
り
で
は
な
く
『
ダ
イ
エ
ッ
ト
＝

健
康
』
と
認
識
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
代
は
、
食
生
活
の
変
化
で
肥

満
の
人
が
増
加
し
て
お
り
、
多
く

の
人
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
ま

れ
た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
で
す
が
、

誤
っ
た
方
法
や
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
行
う
と
、
体
調
を
崩
し
た
り
、

一
度
は
成
功
し
た
よ
う
に
見
え
て

も
リ
バ
ウ
ン
ド
を
し
て
し
ま
っ
た

り
と
、
体
に
対
し
て
逆
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

自
分
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
場
合
は
、『
ダ
イ
エ
ッ
ト
外

来
』
を
行
っ
て
い
る
病
院
を
受
診

さ
れ
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
他
の
病
気
を

発
症
し
て
い
る
人
や
健
康
診
断
な

ど
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
該

当
す
る
数
値
が
出
た
人
は
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
と
て
も
有
効
な
方
法
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
お
い
て

も
、
今
年
７
月
か

ら
『
ダ
イ
エ
ッ
ト

専
門
外
来
』
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、
わ
ず
か
２
か
月
間
で
県
外
も

含
め
、
100
名
以
上
の
人
が
来
院
さ

れ
、
改
め
て
皆
さ
ん
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
肥
満
が
気

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
早
期
に
対

処
を
行
う
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
意
味

で
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
＝
健
康

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
防
ぐ
ダ
イ
エ
ッ
ト

 
ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

今
日
か
ら
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

食
欲
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
食
生
活
が
乱
れ
、

お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
外
来
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
し
い
知
識
が
重
要
で
す
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11 月の市民スポーツ

11 月の町民スポーツ
　　

『
伊
万
里
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
』
が
、

10
月
４
日
、
国
見
台
運
動
公
園
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

50
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
武
道

館
で
行
わ
れ
た
『
市
民
新
体
力
テ

ス
ト
』
に
は
約
50
人
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
体
力
や

健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
参
加
者
は
握
力
や

上
体
起
こ
し
な
ど
の
体
力
を
測

定
。
判
定
さ
れ
た
自
分
の
体
力
年

齢
を
参
加
者
同
士
で
見
せ
合
う
な

 　

さ
わ
や
か
な
汗
で　

　
　
　

     

笑
顔
の
一
日

伊
万
里
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ

↑「せ〜の、ポーン！」ボール遊びは楽しい！

ど
、
笑
顔
で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
伊
万
里
っ
子
・
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
80
人
の
子
ど
も
た
ち

は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

夢
中
。
小
さ
な
体
を
い
っ
ぱ
い
動

か
し
て
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
な

ど
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

↑キッズサッカーに夢中の子ども
　たち

↑障害物歩行に挑戦する市民新体力
　テストの参加者

１日（日）
●黒川町内一周駅伝競走大会
　午前９時開会　黒川町内
●南波多町内一周駅伝大会
　午前８時 30 分開会　南波多町内
●やってみゅ〜だ in 大川町 2009
　午前９時開会　大川体育館ほか
●松浦町健康づくり町内一周駅伝大会
　午後１時 30 分開会　松浦町内
８日（日）
●南波多町子ども会
　　　　　  グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
●大川町内一周駅伝
　午前９時開会　大川町内
●二里町民駅伝大会
　午後１時開会　二里町内
●波多津町内一周駅伝大会
　午後１時 30 分開会　波多津町内
15 日（日）
●東山代町民駅伝大会
　午前９時開会　東山代町内
●山代町民バレーボール大会
　午前８時開会　山代東小学校
22 日（日）
●大川内町内一周駅伝大会
　午前８時 15 分開会　大川内町内
●松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前 10 時開会　松浦運動広場ほか

１日（日）
●伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
１日（日）、３日（火）
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前 10 時開始　国見台野球場
　※３日は、午後１時開始
３日（火）
●伊西地区中学新人卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
７日（土）
●環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場ほか
７日（土）、８日（日）
●近県中学生バスケットボール大会
　９時開始　国見台体育館ほか
22 日（日）
●伊万里・西松浦 職域・地域剣道大会
　午前９時開会　国見台武道館
29 日（日）
●伊万里市内一周駅伝競走大会
　午前８時 15 分開会　市内一円
●佐賀県クラブバスケットボール

選手権大会
　午前９時開始　伊万里農林高校ほか

　第 62 回県民体育大会が 10 月 17 日・18 日の２日間、武雄市と

杵島郡を主会場に開催されました。19 競技 32 種別で熱戦が繰り

広げられ、伊万里市は昨年と同じく総合３位と健闘しました。

　総合成績（上位）、各競技の伊万里市の成績は次のとおり。

第 62 回 県民体育大会

◆総合成績（市の部）

①佐賀市　②唐津市　③伊万里市　④武雄市　⑤鳥栖市

◆種目別成績

【優　勝】

陸上競技一般男子（11 連覇）、陸上競技一般女子

【準優勝】

テニス一般男子、ソフトボール一般男子Ｂ、ソフトボール一般女子

【３　位】

サッカー一般男子、テニス一般女子、バレーボール一般男子、バレ

ーボール一般女子、卓球一般男子、卓球一般女子、軟式野球一般男

子Ａ、ソフトボール一般男子Ａ、剣道一般女子

伊
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10
月
12
日
、
国
見
台
野
球
場
で

『
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
in
伊

万
里
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
と

の
親
善
試
合
や
野
球
教
室
を
通
し

た
青
少
年
の
健
全
育
成
や
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
伊
万

里
市
で
の
開
催
が
実
現
。

　

こ
の
日
は
、
名
球
会
か
ら
400
勝

投
手
の
金
田
正
一
会
長
ら
８
人
、

日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ

ブ
か
ら
16
人
の
計
24
人
の

名
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
伊
万
里
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
『
少

年
少
女
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
』
に

は
、
市
内
外
か
ら
35
チ
ー
ム
・
669

人
が
参
加
。
投
手
、
捕
手
、
打
撃
、

守
備
に
分
か
れ
、
あ
こ
が
れ
の
名

選
手
か
ら
基
本
動
作
な
ど
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
気

味
の
子
ど
も
た
ち
も
、
少
し
で
も

上
達
し
よ
う
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
日
に
は
、
少
年
野
球

の
指
導
者
ら
を
対
象
に
『
指
導
者

ク
リ
ニ
ッ
ク
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
124
人
は
、
元
巨
人

の
堀
内
恒
夫
さ
ん
ら
３
人
の
名
球

会
選
手
か
ら
、
児
童
へ
の
指
導
方

法
な
ど
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
『
ド
リ
ー

ム
・
ゲ
ー
ム
』
で
は
、
名
球
会
と

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
の
選
手
で
構
成
さ
れ

た
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
、
市
内
の

40
歳
以
上
の
野
球
愛
好
者
で
編
成

し
た
選
抜
チ
ー
ム
が
対
戦
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
名
選
手
も
、
時
お
り

足
腰
が
お
ぼ
つ
か
な
い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
随
所
に
往
年
の
名

プ
レ
ー
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
試
合
は
、
２
回
裏
に

田
中
健
児
選
手
が
同
点
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
な
ど
選

抜
チ
ー
ム
が
健
闘
し
、
１
対
１
で

引
き
分
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
田
正
一
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ラ

ン
競
争
や
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
バ

ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
に
、

詰
め
か
け
た
約
６
０
０
０
人
の
来

場
者
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
金
田
さ
ん
が
「
伊

万
里
牛
や
フ
ル
ー
ツ
が
美
味
し
か

っ
た
」
と
絶
賛
し
た
よ
う
に
、
選

手
た
ち
も
伊
万
里
の
魅
力
に
触

れ
、
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
？

夢
の
ゲ
ー
ム
は
引
き
分
け
に

ス
タ
ー
選
手
が
伊
万
里
に

選
手
も
観
客
も
大
満
足
！

ドリーム・ゲームで好投す
る松沼雅之さん（写真①）、
中学生に打撃指導する山本
和範さん（写真②）、正し
い投球フォームを教える
若田部健一さん（写真③）、
豪快な打撃が健在の藤本博
史さん（写真④）、守備の
基本を指導する鈴木健さん

（写真⑤）、「デッドボール
や！」お馴染みのパフォー
マンスの達川光男さん（写
真⑥）、ファンに声をかけ
る金田正一さん（写真⑦）、
往年のマサカリ投法から
フォークボールを繰り出
す村田兆治さん（写真⑧）、
バットの持ち方を教える横
田真之さん（写真⑨）、ホー
ムラン競争で３本柵越えし
た高橋智さん（写真⑩）

↑元ダイエーの加
藤伸一さんから
ランニングホー
ムランを放った
地元選抜チーム
の田中選手（左）

① ② ③ ④

⑨

⑩

 

往
年
の
名
選
手
・
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　

  

輝
く
プ
レ
ー
で
観
客
を
魅
了

ドリーム・ベースボール
　　　　　　　in 伊万里

Dream Baseball in Imari

写真説明

⑤

⑥⑦⑧
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チャンネル

　

晩
秋
の
伊
万
里
、
江
戸
時
代
の

大
庄
屋
『
前
田
家
住
宅
』
で
伊
万

里
鍋
島
焼
の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
と
庭
園
の
紅
葉
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

11
月
27
日
（
金
）

〜
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
29
日
の
み
午
後
４
時
ま
で

●
場　

所　

前
田
家
住
宅
（
税
務

　

署
前
）
駐
車
場
有

●
入
場
料　

協
力
金
と
し
て
200
円

必
要
で
す

●
内　

容　

伊
万
里
鍋
島
焼
窯
元

　

お
か
み
会
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
コ

　

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展

●
問
合
先　

大
坪
塾
（
大
坪
公
民

　

館
内
☎
㉓
９
８
９
８
）

　

自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
た
人
を
対

象
に
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継

ぎ
を
行
い
ま
す
。

●
相
談
時
間　

　

年
末
年
始
お
よ
び
祝
祭
日
を
除

　

く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

　

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

●
相
談
窓
口　

福
岡
財
務
支
局
佐

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　11 月 11 日（水）、18 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館ホール
② 11 月生まれのお誕生会
　11 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　11 月 24 日（火）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

お知らせコーナー

前
田
家
住
宅
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展

賀
財
務
事
務
所
（
多
重
債
務
相

談
窓
口
）

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
６
１
）

　

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
楽

し
め
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
下
さ
い
。

●

日　

時　

12
月
６
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分　

開　

場

午
後
１
時　
　
　

開　

演

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

出　

演　

と
き
わ
会
、
ニ
リ
・

チ
ー
フ
レ
ー
ヌ
、
い
す
の
木
合

唱
団
、
器
楽
星
、
雛
菊
会
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
か
も
め
、
作
楽
会
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
梨
の
花
、
グ
ラ
ン
・

ク
ー
ル
、
伊
万
里
中
ブ
ラ
ス
バ

第
18
回
市
民
音
楽
祭
♪

ン
ド
部

●
入
場
料　

無　

料

●
問
合
先　
　

市
民
音
楽
祭
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
内
☎
㉒
１
２
６
２
）

　

市
で
は
、
今
年
度
も
ツ
ル
越
冬

誘
致
事
業
を
行
い
ま
す
。
誘
致
期

間
中
は
、
東
山
代
干
拓
地
に
立
入

禁
止
区
域
を
設
け
て
い
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ツ
ル
の
え
さ(

く
ず
米

や
麦
な
ど)

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
越
冬
誘
致
期
間

　

11
月
１
日
〜
平
成
22
年
２
月
28
日

●
問
合
先　

農
山
漁
村
整
備
課

（　

☎
㉓
２
５
９
１
）

ツ
ル
越
冬
の
た
め

立
入
り
を
禁
止
し
ま
す

● 重点目標
▷住宅防火対策の推進
▷放火火災予防対策の推進
▷地域における防火安全体制の充実
▷特定防火対象物などにおける防火安全対策
　の徹底
● 期間中の行事
▷消防署・消防団合同訓練の実施
　11 月８日（日）
　午前９時〜南波多梨選果場
▷サイレン吹鳴　期間中の午後９時
　（ご家庭の火の元点検をお願いします）
▷初期消火競技大会
　11 月 10 日（火）午後１時 30 分〜
● 問合先　消防本部予防課（　 ☎㉓２１１８）

秋の火災
 予防運動

11 月９日（月）〜11 月 15 日（日）

抱
え
き
れ
な
い
借
金
で

お

困

り

の

人

へ

チャンネルチャンネル
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お知らせコーナー

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
省
の

委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
人
権
相

談
啓
発
活
動
を
行
う
あ
な
た
の
ま

ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

い
じ
め
、
差
別
、
虐
待
、
セ
ク

ハ
ラ
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
近
隣
の
騒
音
、
そ
の

他
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
悩
み

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。
平
成
21
年
10
月
１
日
付
け

で
、
次
の
人
が
人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

●

問
合
先　

人
権
・
同
和
対
策
課

　
（　

☎
㉓
２
１
９
０
）

　

11
月
は
新
規
就
農
の
推
進
強
化

月
間
で
す
。
県
内
各
地
で
相
談
会

や
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
農
業
を
始
め
よ

う
と
い
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業

経
験
の
な
い
人
か
ら
の
相
談
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

イ
ベ
ン
ト　

①
就
農
相
談
会
Ｉ
Ｎ
『
畜
産
試
験

　

場
参
観
デ
ー
』

▽
日　

時　

11
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場　

所　

佐
賀
県
畜
産
試
験
場

（
武
雄
市
山
内
町
）

②
就
農
相
談
会
Ｉ
Ｎ
『
農
と
食
の

　

ふ
れ
あ
い
祭
り
』

▽
日　

時　

11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場　

所　

佐
賀
県
農
業
試
験
研

　
　
　
　
　

究
セ
ン
タ
ー

（
佐
賀
市
川
副
町
）

③
『
新
規
就
農
希
望
者
養
成
講
座
』

▽
日　

時　

11
月
16
日
（
月
）

〜
20
日
（
金
）

▽
場　

所　

佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
佐
賀
市
川
副
町
）

▽
定　

員　

10
人
（
参
加
無
料
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

の
で
、
佐
賀
県
農
業
大
学
校
ま

　

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

佐
賀
県
青
年
農
業
者

　

育
成
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
０
６
）

　

佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
５
２　
２
１
４
４
）

　

佐
賀
県
農
産
課
普
及
女
性
担
当

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
１
８
）

　

万
延
元
年
の
絵
図
に
描
か
れ
て

い
る
、
伊
万
里
町
内
の
史
跡
や
旧

跡
を
訪
ね
歴
史
を
学
び
な
が
ら
仲

間
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●

日　

時　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
小
雨
決
行
）

●

集
合
場
所

　

伊
万
里
河
畔
・
延
命
地
蔵
堂
前

　
（
延
命
橋
付
近
）

※
参
加
希
望
者
は
９
時
30
分
ま
で

　

に
現
地
集
合

●

所
要
時
間　

約
２
時
間
、
３
㌔

　

程
度
歩
き
ま
す

●

講　

師　

德
永
三
郎
（
博
美
会

　

副
代
表
委
員
）・
山
口
敏
雄
（
博

　

美
会　

地
区
委
員
）

●

参
加
料　

無　

料

●

申　

込　

不　

要

●

問
合
先　

博
美
会 

庶
務
・
前
川

（
☎
０
９
０ 

９
５
８
６ 

３
３
１
７
）

あ
な
た
も
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

伊万里コンシェルジェ検定

　伊万里市廃棄物の減量及び適
正処理並びに環境美化に関する
条例の一部改正（案）に対する
意見募集の結果、提出はありま
せんでした。
■問合先　環境課リサイクル
　推進係（　 ☎㉓２１４５）

パブリックコメント結果

紹

介

し

ま

す

人

権

擁

護

委

員

井之一行さん
（大川町大川野）

【任期】
平成 21 年 10 月１日〜
平成 24 年 9 月 30 日

万

延

元

年

の

伊
万
里
津
絵
図
を
歩
こ
う

45○

　伊万里コンシェルジェ検定を受けて、
伊万里をもっと知ろう、好きになろう！

● 開催日時　　平成22年２月28日（日）
▷受付開始　　午前９時 30 分
▷試験時間　　午前 10 時 30 分

　　　　　　〜 11 時 30 分
▷問題の解説　午前 11 時 30 分

〜午後０時 30 分
▷合格発表　　午後０時 30 分
※当日、合格証を会場で渡します
● 検定会場　 伊万里市民センター
● 受験資格　学歴・年齢・性別・国籍
　などの制限はありません
● 受 験 料　1,000 円（当日徴収）
● 合格基準　50 問中 80％の正解
● 賞　　品　合格者全員に伊万里焼携
　帯ストラップを進呈。最高得点者お
　よび上位 10 人には伊万里の特産品
● 募集定員　100 名（先着順）
● 申込期限　平成22年2月25日（木）
● 応募方法　郵送（平成 22 年２月

20 日締切）、Ｆ A Ｘ、持込、メール、
ホームページ

● 申込先　伊万里商工会議所
　〒 848-8691
　伊万里市新天町 663 番地
　（☎㉒３１１１・ 　 ㉓３１０６）
　メール：hayata@ihn.jp
● 問合先
　伊万里を感じる街並みづくり実行委
　員会事務局　担当：早田
　（☎０９０‐８６２７‐４０２８）

FAX

チャンネル
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　平成 22 年度の保育園入園申し込みを受け付けます。入園申込
書および関係書類は、各保育園にありますので、入園を希望する
保育園に直接お申し込みください。
※都合により市外の保育園への入園を希望する人は、福祉課でお
　申し込みください。（土・日曜日は除く）
●対象乳幼児
　保護者が仕事や病気などのため、家庭で保育ができない乳幼児
※家事や下の子の育児、小学校入学準備のため、集団生活への適
　応のためという理由や 60 歳未満の同居の祖父母が無職で自宅
　にいる場合は入園対象となりません。（このような場合には、一
　時預かりなどをご利用ください。）
●受付申込期間
　12 月１日（火）～ 12 日（土）
※在園児で継続して入園を希望する場合も、申し込みが必要とな
　ります
●問合先　福祉課　子育て支援室 (　 ☎㉓２１７４)
●市内保育園一覧

　平成 22 年度の市立幼稚園の入園申し込みを受け付けます。入
園申込書および関係書類は、各幼稚園にありますので、入園を希
望する幼稚園に直接お申し込みください。
●対象者　　　　平成 22 年４月１日現在で満３歳〜５歳の幼児
●受付申込期間　11 月４日（水）～ 12 月 18 日（金）
※預かり保育もあります（閉園後から午後５時まで）
※年度途中の入園も可能ですので各幼稚園にお問い合わせください
●申込・問合先
　波多津東幼稚園 ( ☎㉕０７６９)　黒川幼稚園（☎㉗０６０９）

伊万里町 伊万里保育園 ㉓ 3261

二里町

川東保育園 ㉒ 2716

大坪町 大坪保育園 ㉓ 2689 中里保育園 ㉒ 5647

瀬戸町 牧島保育園 ㉓ 6049 医王保育園 ㉓ 2337

松浦町 松浦保育園 ㉖ 2041 大里保育園 ㉓ 3335

大川町 大川保育園 ㉙ 2078

東山代町

長浜保育園 ㉒ 2717

南波多町 南波多保育園 ㉔ 2005 里保育園 ㉘ 1970

黒川町 たんぽぽ保育園 ㉗ 2443 脇野保育園 ㉒ 3226

波多津町 波多津保育園 ㉕ 0027 大久保保育園 ㉘ 4624

大川内町 大川内保育園 ㉒ 2451

山代町

楠久保育園 ㉘ 0626

立花町

みなみ保育園 ㉓ 1190 鳴石保育園 ㉘ 0524

立花保育園 ㉓ 2090 久原保育園 ㉘ 2051

ぷち・るう保育園 ㉓ 2881 さくら保育園 ㉘ 3503

受け付けます！市立幼稚園の入園申込み

受け付けます！保育園の入園申込み

　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
答
え
る

手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

『
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
』
の
う
ち
、

『
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
』
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
11
月
30
日

で
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し

て
、
音
声
案
内
に
従
い
『
１
番
』

を
選
択
す
れ
ば
、
国
税
局
の
『
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
』
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先　

伊
万
里
税
務
署

（
☎
㉙
７
０
５
１
）

　
『
焼
き
物
の
里　

伊
万
里
』
の
歴

史
を
皆
さ
ん
に
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
陶
磁
器
の
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

　

る
高
校
生
以
上
の
人

●
定　

員　

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　

な
り
ま
す

※
受
講
者
は
す
べ
て
の
講
座
に
参

　

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●
開
催
日　

▽
11
月
22
日
（
日
）『
や
き
も
の
』

▽
12
月
６
日
（
日
）『
古
唐
津
』

▽
12
月
13
日
（
日
）『
古
伊
万
里
』

▽
12
月
20
日
（
日
）『
鍋
島
』

陶
磁
器
公
開
講
座

受

講

生

ぼ
し
ゅ
う

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
終
了

●

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

会　

場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料　

無　

料

●

申
込
方
法　

　

教
育
委
員
会
、
各
町
公
民
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
陶
器
商
家

資
料
館
、
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
図
書
館
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

募
集
締
切　

11
月
20
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
20
日
必
着

●

申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（　

☎
㉓
３
１
８
６
）

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）
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23 2009.11 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

今月の省エネと
地球温暖化防止対策

掃除機は、部屋を片づけてから

　部屋を片づけてから掃除機をかけると、掃除機を使う時間が短縮

できます。掃除機を使う時間を１日１分短縮した場合

　　年間で 電気 5.45kWh の省エネ、約 120 円の節約、

　　二酸化炭素 2.5 ㎏ の削減につながります

　11 日・25 日（弁護士）

　５日・12月3日（司法書士）

　19 日（公証人）

　10 日・17 日

　※午前 10 時〜午後４時

　20 日※午前９時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月〜金

第  ３   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　毎週火曜日 午後１時 30 分〜午後３時

●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　アダルトサイトの広告メールが送られてきた。試しにアク
セスしてみたら、いきなり登録となってしまい、５日以内に
30,000 円の登録料を支払うように請求されました。どうし
たらよいのでしょうか？

　＜対処法＞
　登録や料金についての表示がなかった場合や表示が分かりに

くい場合は、登録となってしまっても支払う必要はありませ
ん。根拠のない請求については『無視して』今以上の個人情
報をあたえないようにしましょう。

　　　　　　　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

携帯電話の落とし穴 - 相談事例 -

一人で悩まず
ご相談ください

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：10 時〜 15 時　無料・秘密厳守

11 月 の 市 民 相 談11 月 の 行 事

３日（火）午前 10 時開催
　 伊万里市制施行 55 周年記念式典
21 日（土）　午後１時 30 分開催
　 市制施行 55 周年事業
　 ひとが輝く元気なまちづくり大会

４日（水）　午前９時 15 分開演
　 市内中学校音楽会
11 日（水）　午後２時開演
　 市内小学校音楽会

★３日（文化の日）は特別開館します
　 古本市　
 　午前 10 時〜午後３時　図書館ホール
★ 13 日（金）〜 29 日（日）
　 書家　乾 千恵　書画展　展示ホール
★ 14 日（土）　午後１時 30 分〜午後３時
　 図書館ホール
　 講演会『乾 千恵の生き方』
　 講　師　才津原 哲弘　氏
★一般上映会
　 『ライラの冒険』（105 分）
　 ５日（木）午後２時 30 分〜午後４時 15 分
　 『みすゞ』（112 分）
　 22日（日）　午後２時30分〜午後４時30分
★子ども上映会
　 『ピノキオ』（90 分）
　 ８日（日）　午後２時 30 分〜午後４時
★ 11 月の休館日　26 日（館内整理日）
　 ２日、９日、16 日、23 日、30 日

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）



人のうごき
平成 21 年 10 月１日現在
●人口　58,263 人　　（＋ 12）
　　男　27,847 人　　（　  0 ）
　　女　30,416 人　　（＋ 12）
●世帯　21,915 世帯    （＋ 13）

（　）は前月比

広報　　　　　 2009-11
■発行日／平成 21 年 11 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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人
に
対
し
て
、「
あ
っ
、
い
け
な
い
。
悪
い

こ
と
し
た
な
ぁ
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
そ
ん
な
時
、
大
切
な
の
は
、
悪
か

っ
た
と
い
う
素
直
な
気
持
ち
を
す
ぐ
に
伝
え

る
こ
と
で
す
。「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
い
う
言

葉
を
す
ぐ
に
言
っ
た
の
で
、
相
手
が
許
し
て

く
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

悪
か
っ
た
な
ぁ

　
　

素
直
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

解　

説

今
月
の

　市では 10 月１日より、市
長車をはじめ公用車３台に
ＰＲ看板を取り付け、伊万
里牛などの魅力ある伊万里
の特産品をＰＲしています。

走る『広告塔』でＰＲ中！

　

い
ま
り
秋
祭
り
２
０
０
９
が
10
月
24
日
、
市
街
地
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
の
秋
祭
り
は
、
恒
例
の
わ
っ
し
ょ
い
パ
レ
ー
ド
や
市
民
総
踊
り
に

加
え
、
各
町
対
抗
歌
合
戦
や
中
国
・
青
島
市
歌
舞
劇
院
の
華
麗
な
舞
が
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊　

里
神
社
神
幸
祭
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
は
、
22
日

か
ら
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
荒
神み

こ
し輿

と
団だ

ん
じ
り車

な
ど
が
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

い
ま
り
秋
祭
り

各町対抗歌合戦で優勝した黒川町代表の長野眞一郎さん↓　↓中国・青島市歌舞劇院の華麗な舞

↑ 800 人を超す市
民が『総踊り』。い
まりんモーモちゃん
も参加しました！

↑伊万里太鼓の会の演奏

↓
16
団
体
７
９
６
人
の
園
児
、
児
童
ら
が
元
気
に
参
加
し
た
『
わ
っ
し
ょ
い
パ
レ
ー
ド
』
↑
↓

団 車荒神輿

2009




